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常
に
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
家
に
ス
ト

ッ
ク
し
て
い
る
と
い
う
人
は
多
い
だ
ろ

う
。
お
湯
を
入
れ
て
数
分
待
つ
だ
け
で

完
成
し
、
お
い
し
く
食
欲
を
満
た
し
て

く
れ
る
。
味
そ
の
も
の
は
店
舗
で
食
べ

る
ラ
ー
メ
ン
に
は
及
ば
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰

で
も
・
簡
単
・
素
早
く
・
同
じ
味
を
作
り
楽
し

め
る
こ
と
が
何
よ
り
素
晴
ら
し
い
。
こ
の
手
軽

さ
は
何
に
も
勝
る
価
値
だ
▼
今
の
よ
う
な
忙
し

い
時
代
に
ユ
ー
ザ
ー
が
求
め
て
い
る
の
は
ス
ピ

ー
ド
。
無
駄
を
削
ぎ
落
と
し
、
最
短
距
離
を
走

り
、
ゴ
ー
ル
に
到
達
す
る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め

サ
ー
ビ
ス
提
供
側
は
、
そ
れ
を
実
現
で
き
る
も

の
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
顧
客
は

１
人
だ
け
で
は
な
く
、
不
特
定
多
数
の
ｎ
人
で

あ
り
、
そ
の
す
べ
て
を
同
じ
よ
う
に
ゴ
ー
ル
ま

で
導
け
る
こ
と
も
要
求
さ
れ
る
。
専
門
性
の
高

い
技
術
を
、
い
か
に
汎
用
的
に
使
え
る
よ
う
に

し
て
提
供
す
る
か
。
い
ま
は
そ
こ
が
勝
負
の
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
▼
そ
こ
で
生
き
る
の
が

「
○
○
す
る
だ
け
」
の
技
術
だ
。
カ
ッ
プ
ラ
ー

メ
ン
は
お
湯
を
注
ぐ
「
だ
け
」
で
完
成
す
る
。

「
○
○
す
る
だ
け
」
こ
れ
な
ら
誰
で
も
簡
単

に
、
素
早
く
作
業
が
実
行
で
き
、
ス
ピ
ー
ド
感

も
上
が
る
。
キ
ー
エ
ン
ス
の
画
像
寸
法
器
は
、

ワ
ー
ク
を
置
い
て
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
部
品

の
寸
法
測
定
が
で
き
る
。
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
の
端
子
台

の
新
製
品
は
、
電
線
の
被
覆
を
剥
い
て
接
続
穴

に
挿
す
だ
け
で
配
線
作
業
が
で
き
る
。
オ
ム
ロ

ン
の
ｅ
―
治
具
は
、
近
接
セ
ン
サ
を
差
し
込
む

だ
け
で
距
離
調
整
が
完
了
す
る
。
こ
う
し
た

「
○
○
す
る
だ
け
」
が
作
業
の
汎
用
性
を
高

め
、
既
存
ユ
ー
ザ
ー
の
満
足
度
を
上
げ
る
と
同

時
に
、
こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
な
か
っ
た
／
使
え

な
か
っ
た
新
規
客
へ
の
間
口
を
広
げ
る
役
目
を

果
た
す
。
「
○
○
す
る
だ
け
」
の
技
術
を
沢
山

市
場
に
出
し
、
積
極
的
に
そ
れ
ら
を
採
用
す

る
。
そ
れ
が
日
本
の
製
造
業
の
生
産
性
を
高

め
、
Ｆ
Ａ
産
業
を
強
く
す
る
。

「○○するだけ」の技術を突き詰めろ　専門性と汎用性を両立する価値技術

日本ロボット大賞　受賞ロボット・技術一覧
経済産業大臣賞 モバイルロボット

LD/HDシリーズ オムロン

総務大臣賞 水空合体ドローン
KDDI総合研究所
KDDIスマートドローン
プロドローン

文部科学大臣賞 toio（トイオ） ソニー・インタラクティブエ
ンタテインメント

厚生労働大臣賞 hinotoriサージカルロボット
システム メディカロイド

農林水産大臣賞 自動収穫ロボットを活用した
再現可能な農業の実現 AGRIST

国土交通大臣賞 切羽作業を機械化する
山岳トンネル施工ロボット

大成建設
前田建設工業
古河ロックドリル
マック

中小・ベンチャー企業賞
（中小企業庁長官賞） 総菜盛付ロボット「Delibot」 コネクテッドロボティクス

TeamCrossFA

日本機械工業連合会会長賞

X-Area 
ロボット配送サービス

パナソニック ホールディン
グス
Fujisawa SSTマネジメント

ケーブル認識用３Dビジョン
センサーKURASENSE（ク
ラセンス）

倉敷紡績

優秀賞
（社会インフラ・災害対応・

消防分野）

トンネル点検システム
「iTOREL（アイトーレル）」

東急建設・東京大学・湘南工
科大学・東京理科大学・小川
優機製作所・菊池製作所

優秀賞
（ICT利活用分野）

小規模土木工事現場のICT施
工 EARTHBRAIN

優秀賞
（ビジネス・社会実装部門）

介護用パワーアシストスーツ
J-PAS fleairy ジェイテクト

優秀賞
（研究開発部門）

力制御可能な全身人型ロボッ
ト「Torobo」 東京ロボティクス

記念特別賞

アザラシ型メンタルコミット
ロボット「パロ」

知能システム
産業技術総合研究所
マイクロジェニックス

移動ロボット用の小型軽量な
測域センサURGシリーズ 北陽電機

　
第
10
回
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
大

賞
の
受
賞
ロ
ボ
ッ
ト
が
決
定

し
、
全
部
門
、
全
分
野
を
授

賞
対
象
と
す
る
経
済
産
業
大

臣
賞
に
オ
ム
ロ
ン
の
モ
バ
イ

ル
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｌ
Ｄ
／
Ｈ
Ｄ

シ
リ
ー
ズ
」
が
選
ば
れ
た
。

　
同
製
品
は
、
人
や
障
害
物

を
回
避
し
な
が
ら
走
行
で
き

る
自
動
運
転
機
能
を
持
ち
、

管
理
ソ
フ
ト
で
最
大
１
０
０

台
ま
で
一
括
管
理
で
き
る
Ａ

Ｍ
Ｒ
。
導
入
ル
ー
ト
を
走
っ

て
周
囲
環
境
を
ス
キ
ャ
ン
し

て
マ
ッ
プ
を
自
動
生
成
し
、

ロ
ボ
ッ
ト
に
不
慣
れ
な
ユ
ー

ザ
ー
で
も
簡
単
に
搬
送
を
指

示
で
き
る
な
ど
、
導
入
＆
使

い
や
す
さ
が
特
長
と
な
っ
て

い
る
。
審
査
で
は
、
Ａ
Ｍ
Ｒ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て

完
成
度
が
高
く
、
す
で
に
40

カ
国
３
０
０
０
台
の
実
績
が

あ
り
、
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
と
連
携
す

る
こ
と
で
今
後
幅
広
い
分
野

へ
の
適
用
が
期
待
で
き
る
と

高
く
評
価
さ
れ
受
賞
に
い
た

っ
た
。

　
中
小
企
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
賞
の
総
菜
盛
付
ロ
ボ
ッ

ト
「
Ｄ
ｅ
ｌ
ｉ
ｂ
ｏ
ｔ
」（
コ

ネ
ク
テ
ッ
ド
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

・
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
Ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
Ｆ

Ａ
）
は
、
総
菜
業
界
の
盛
り

付
け
工
程
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
。
高
額

で
専
門
的
に
な
り
が
ち
な
画

像
を
使
わ
ず
、
セ
ン
サ
と
ロ

ボ
ッ
ト
の
動
き
の
み
で
不
定

形
の
食
材
盛
り
付
け
を
実
現

し
て
お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
専
門

家
の
い
な
い
現
場
で
の
使
い

や
す
さ
の
工
夫
が
多
く
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
点
と
、
生
産

性
が
低
く
、
自
動
化
が
進
ん

で
い
な
い
食
品
産
業
へ
の
フ

ォ
ー
カ
ス
が
評
価
さ
れ
た
。

　
ま
た
記
念
特
別
賞
の
北
陽

電
機
の
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
用
の

小
型
軽
量
な
測
域
セ
ン
サ
Ｕ

Ｒ
Ｇ
シ
リ
ー
ズ
は
、
２
０
０

６
年
の
第
１
回
ロ
ボ
ッ
ト
大

賞
優
秀
賞
受
賞

以
来
、
現
在
ま

で
に
40
万
台
以

上
の
実
績
を
重

ね
、
自
律
移
動

型
ロ
ボ
ッ
ト
の

目
と
し
て
定
番

に
な
っ
て
い
る

製
品
で
、
ロ
ボ

ッ
ト
活
用
分
野

の
裾
野
拡
大
と

業
界
の
発
展
寄

与
が
高
く
評
価

さ
れ
た
。

オ
ム
ロ
ン
が
経
産
大
臣
賞

日
本
ロ
ボ
ッ
ト
大
賞
決
ま
る

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
Ｔ
ｅ
ａ

ｍ
Ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
Ｆ
Ａ
の
総
菜
ロ
ボ
ッ
ト 北陽電機の

測域センサ

オ
ム
ロ
ン
の
モ
バ
イ
ル

ロ
ボ
ッ
ト

増
収
増
益
を
継
続

23
年
２
月
期

第
２
四
半
期

通
期
売
上
、上
方
修
正

安川電機

７
億
９
９
０
０
万
円
、
ロ
ボ

ッ
ト
が
売
上
高
19
・
９
％
増

の
１
０
３
５
億
７
１
０
０
万

円
、
営
業
利
益
56
・
６
％
増

の
１
０
８
億
９
２
０
０
万

円
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
が
売
上
高
９
・
３
％

減
の
２
４
６
億
７
０
０
万

円
、
営
業
利
益
は
前
年
同
期

比
21
・
１
％
減
の
９
億
６
０

０
０
万
円
、
そ
の
他
が
売
上

高
42
・
１
％
増
の
１
４
０
億

３
７
０
０
万
円
、
営
業
利
益

は
前
年
同
期
比
３
億
３
６
０

０
万
円
増
の
３
億
５
７
０
０

万
円
。

　
モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
は
、
中
国
で
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
の
影
響
を
受
け
た
が
、
ア

メ
リ
カ
を
中
心
に
半
導
体
関

連
や
オ
イ
ル
・
ガ
ス
関
連
な

ど
の
積
極
的
な
設
備
投
資
が

継
続
し
た
こ
と
で
、
売
り
上

げ
は
前
年
同
期
比
で
増
加
し

た
も
の
の
、
利
益
面
で
、
中

国
で
の
売
り
上
げ
減
少
に
伴

う
利
益
の
減
少
や
、
グ
ロ
ー

バ
ル
で
の
原
材
料
費
や
物
流

費
の
高
騰
影
響
で
減
益
と
な

っ
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
主
要
市
場

の
自
動
車
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル

で
Ｅ
Ｖ
化
が
加
速
し
、
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
関
連
の
生

産
設
備
の
投
資
を
拡
大
。
ま

た
、
半
導
体
・
電
子
部
品
市

場
の
需
要
拡
大
を
背
景
に
、

半
導
体
ロ
ボ
ッ
ト
の
販
売
も

好
調
に
推
移
し
た
。
さ
ら

に
、
食
品
市
場
な
ど
の
一
般

産
業
分
野
に
お
い
て
も
、
人

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
活
用
を

通
じ
た
生
産
の
高
度
化
・
自

動
化
を
目
的
と
し
た
投
資
が

　
安
川
電
機
の
２
０
２
３
年

２
月
期
第
２
四
半
期
連
結
決

算
は
、
売
上
高
が
前
年
同
期

比
９
・
８
％
増
の
２
６
３
５

億
２
８
０
０
万
円
、
営
業
利

益
が
同
16
・
４
％
増
の
３
１

２
億
６
０
０
０
万
円
、
税
引

き
前
利
益
が
同
20
・
２
％
増

の
３
３
４
億
６
７
０
０
万

世界ロボット導入台数の推移と予測（単位：千台）

50
万
台
の
大
台
突
破

今
後
も
成
長

25
年
に
69
万
台
予
測

Ｉ
Ｆ
Ｒ「
2021
年
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
世
界
出
荷
台
数
」

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

産
業
で
の
導
入
拡
大

　
21
年
の
世
界
の
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
出
荷
台
数
は
、
20
年

の
39
万
４
０
０
０
台
か
ら
31

％
増
と
な
る
51
万
７
３
８
５

台
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
過

去
最
高
だ
っ
た
18
年
の
42
万

３
０
０
０
台
を
９
万
台
、
22

％
以
上
も
上
回
っ
た
。

　
産
業
別
で
は
、
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
産
業
が
前
年
度
24

％
増
の
13
万
７
０
０
０
台
と

最
も
多
く
、
自
動
車
産
業
が

42
％
増
の
11
万
９
０
０
０
台

と
続
く
。
さ
ら
に
金
属
・
機

械
産
業
が
45
％
増
の
６
万
４

０
０
０
台
、
化
学
産
業
が
29

％
増
の
２
万
４
０
０
０
台
、

食
品
産
業
が
18
％
増
の
１
万

５
０
０
０
台
と
な
っ
た
。
19

年
は
自
動
車
の
導
入
数
が
最

も
多
か
っ
た
が
、
20
年
・
21

年
で
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産

業
が
逆
転
し
、
最
も
ロ
ボ
ッ

リ
ン
グ
用
途
が
36
％
増
の
23

万
台
で
全
体
の
４
割
以
上
を

占
め
、
溶
接
が
38
％
増
の
９

万
６
０
０
０
台
、
組
み
立
て

が
６
万
２
０
０
０
台
、
ク
リ

ー
ン
ル
ー
ム
向
け
が
３
万
２

０
０
０
台
と
続
い
て
い
る
。

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
は

50
％
増
３
万
9000
台

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
種
別
、
産
業

用
ロ
ボ
ッ
ト
と
協
働
ロ
ボ
ッ

ト
の
別
で
は
、
産
業
用
ロ
ボ

ッ
ト
が
47
万
８
０
０
０
台
、

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
が
３
万
９
０

０
０
台
と
な
っ
た
。
協
働
ロ

ボ
ッ
ト
が
全
体
に
占
め
る
割

ト
を
導
入
す
る
産
業
に
な
っ

て
い
る
。

　
用
途
・
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
別
で
は
、
搬
送
・
ハ
ン
ド

員
と
し
て
コ
ミ
ッ
ク
エ
ッ
セ

イ
「
シ
ブ
す
ぎ
技
術
に
男
泣

き
！
（
中
経
出
版
）
」
な
ど

で
知
ら
れ
る
元
エ
ン
ジ
ニ
ア

漫
画
家
の
見
ル
野
栄
司
（
み

る
の
・
え
い
じ
）
氏
を
引
き

続
き
迎
え
て
厳
選
な
選
考
を

行
う
。

　
前
回
の
第
８
回
は
、
応
募

総
数
１
万
80
作
品
の
中
か
ら

「
不
具
合
を
　
出
し
て
直
し

て
　
二
刀
流
」
（
羽
華
さ

ん
）
が
大
賞
を
受
賞
し
、
優

秀
賞
に
「
設
計
者
　
図
面
の

う
ち
は
　
超
強
気
」
（
猫
背

さ
ん
）
と
「
ク
レ
ー
ム
だ
　

詫
び
は
課
長
の
　
シ
ョ
ー
タ

イ
ム
」
（
空
の
青
さ
に
い
き

い
き
と
さ
ん
）
、
見
ル
野
賞

に
「
ロ
ボ
乱
　
直
し
帰
れ
ば

　
妻
の
乱
」
（
ス
ー
サ
ン
さ

ん
）
が
選
ば
れ
た
。

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ

ー
は
、
第
９
回
と
な
る
「
現

場
川
柳
」
の
作
品
募
集
を
開

始
し
た
＝
写
真
。
応
募
締
切

は
12
月
18
日
ま
で
。

　
「
現
場
川
柳
」
は
、
オ
プ

テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ
ー
が
定

め
た
「
セ
ン
サ
の
日
（
10
月

３
日
）
」
を
記
念
し
て
、
も

の
づ
く
り
に
関
わ
る
製
造
・

開
発
設
計
・
物
流
・
営
業
な

ど
の
あ
ら
ゆ
る
「
現
場
」
に

ま
つ
わ
る
川
柳
を
募
集
す
る

企
画
。
今
回
は
、
原
材
料
価

格
の
高
騰
や
半
導
体
・
部
材

不
足
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
な

ど
の
な
か
で
奮
闘
す
る
国
内

製
造
業
に
向
け
て
、
活
力
と

笑
顔
を
届
け
ら
れ
る
川
柳
企

画
を
目
指
す
。

　
選
考
委
員
は
、
社
内
選
考

委
員
に
加
え
、
特
別
選
考
委

「現場川柳」 募集始まる
オプテックス・エフエー 12月18日まで

合
は
ま
だ
７
・
５
％
だ
が
、

17
年
の
１
万
１
０
０
０
台
、

18
年
の
１
万
９
０
０
０
台
、

19
年
の
２
万
１
０
０
０
台
、

20
年
の
２
万
６
０
０
０
台
と

増
加
を
続
け
て
き
て
、
21
年

は
50
％
増
と
大
幅
な
成
長
と

な
っ
た
。
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の

メ
ー
カ
ー
・
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

も
拡
充
し
て
き
て
お
り
、
さ

ら
に
普
及
が
進
む
と
見
込
ま

れ
る
。

国
別
ト
ッ
プ
３
は

中
国
、日
本
、米
国

　
地
域
別
で
は
、
ア
ジ
ア
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
地
域
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
地
域

と
全
地
域
で
増
加
傾
向
。
ア

ジ
ア
は
38
％
増
の
38
万
１
０

０
０
台
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
24

％
増
の
８
万
４
０
０
０
台
、

ア
メ
リ
カ
地
域
は
31
％
増
の

５
万
１
０
０
０
台
。

　
国
別
で
は
、
１
位
が
中
国

の
26
万
８
２
０
０
台
、
２
位

が
日
本
で
４
万
７
２
０
０

台
、
３
位
が
ア
メ
リ
カ
で
３

万
５
０
０
０
台
、
４
位
が
韓

国
で
３
万
１
１
０
０
台
、
５

位
が
ド
イ
ツ
で
２
万
３
８
０

０
台
と
続
い
た
。
中
国
は
１

年
間
で
９
万
台
増
や
し
て
世

界
の
出
荷
台
数
の
半
数
以
上

を
占
め
、
ア
メ
リ
カ
は
導
入

が
一
気
に
進
み
、
韓
国
を
抜

い
て
ト
ッ
プ
３
に
入
っ
た
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

再
構
築
で
需
要
増
加

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
、
22
年
は
10
％
増
の
57
万

台
と
な
り
、
以
降
は
７
％
の

成
長
率
で
拡
大
し
て
い
き
、

23
年
に
61
万
台
、
24
年
に
65

万
台
、
25
年
に
は
69
万
台
ま

で
拡
大
す
る
と
予
測
し
て
い

る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
と
地
政
学
上
の

リ
ス
ク
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
が
混
乱
し
た
こ
と
の
反
省

か
ら
、
各
地
域
で
工
場
の
自

国
や
近
隣
地
域
へ
の
回
帰
傾

向
で
設
備
投
資
が
活
発
化
す

る
こ
と
や
、
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
の
低
価
格
化
や
利
用
の

簡
便
さ
向
上
に
よ
る
新
規
産

業
で
の
導
入
促
進
、
マ
ス
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
需
要
の
拡
大
等

で
需
要
は
ま
だ
伸
び
る
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ　

Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
２
０
２
３

来
年
５
月
24
日
か　

　

ら

大
阪
で

　
日
本
電
設
工
業
協
会
は
、

「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
２

０
２
３
（
第
71
回
電
設
工
業

展
）
」
を
、
２
０
２
３
年
５

月
24
日
（
水
）
〜
26
日

（
金
）
の
３
日
間
、
イ
ン
テ

ッ
ク
ス
大
阪
３
・
４
・
５
号

館
で
開
催
す
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
大

阪
で
の
開
催
は
５
年
ぶ
り
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
社
会
の
実
現

に
向
け
て
！
一
歩
踏
み
出
す

電
設
技
術
」
。

　
出
展
募
集
期
間
は
２
０
２

２
年
10
月
24
日
（
月
）
〜
23

年
１
月
25
日
（
水
）
で
、
出

展
申
込
期
限
前
で
も
予
定
小

間
数
に
な
り
次
第
締
め
切
る

場
合
が
あ
る
。

　
出
展
の
申
し
込
み
は
Ｊ
Ｅ

Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
公
式
サ
イ

ト
（https://www.jecaf 

air.jp/

）か
ら
受
け
付
け
る
。

行
わ
れ
た
。

　
23
年
２
月
期
は
、
売
上
高

５
５
０
０
億
円
（
前
年
度
比

14
・
８
％
増
）
、
営
業
利
益

７
０
０
億
円
（
同
32
・
４
％

増
）
、
税
引
き
前
利
益
７
２

０
億
円
（
同
30
・
０
％

増
）
、
当
期
純
利
益
５
１
５

億
円
（
同
34
・
３
％
増
）
と

予
想
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
セ
グ
メ
ン
ト
を

中
心
に
好
調
な
受
注
が
継
続

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
売
り

上
げ
を
上
方
修
正
す
る
一

方
、
利
益
は
売
り
上
げ
増
加

に
よ
る
改
善
は
あ
る
も
の

の
、
原
材
料
費
や
物
流
費
の

高
騰
影
響
が
期
初
の
想
定
よ

り
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
下
方
修
正
し
た
。

　
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
連
盟
（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
）
に
よ
る
と
、
２
０
２
１
年
の
世
界
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
出
荷
台
数
が
50
万
台

の
大
台
を
突
破
し
、
過
去
最
高
と
な
る
51
万
７
３
８
５
台
に
到
達
し
た
。
過
去
10
年
間
で
右
肩
上
が
り
を
続
け
、

19
年
・
20
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
し
た
が
、
21
年
は
大
幅
回
復
。
今
後
も
成
長
が
続
く
見
通
し
で
、
25
年
に
は
年

間
出
荷
台
数
は
69
万
台
に
達
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。

円
、
四
半
期
純
利
益
が
同
12

・
０
％
増
の
２
３
８
億
８
９

０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
モ

ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

売
上
高
４
・
１
％
増
の
１
２

１
３
億
１
２
０
０
万
円
、
営

業
利
益
19
・
７
％
減
の
１
５
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線
を
挿
し
込
む
だ
け
で
よ

く
、
工
具
を
使
わ
ず
、
電
線

を
つ
ま
ん
で
軽
い
力
で
ス
ッ

と
入
る
の
で
、
誰
で
も
簡
単

に
作
業
で
き
、
ロ
ボ
ッ
ト
作

業
化
に
も
対
応
。
一
定
以
上

の
奥
ま
で
行
く
と
カ
チ
ッ
と

音
が
な
り
、
同
時
に
プ
ッ
シ

ャ
ー
が
飛
び
出
し
て
結
線
完

了
。
音
と
見
た
目
で
作
業
者

に
作
業
を
通
知
し
、
確
実
な

配
線
作
業
と
ミ
ス
防
止
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

　
電
線
断
面
積
は
２
・
５
平

方
㍉
㍍
タ
イ
プ
で
、
０
・
５

か
ら
２
・
５
平
方
㍉
㍍
ま
で

の
電
線
を
接
続
可
能
。
定
格

電
圧
は
８
０
０
Ｖ
、
定
格
電

流
は
24
Ａ
。
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン

式
端
子
台
Ａ
シ
リ
ー
ズ
と
互

換
性
が
あ
り
、
組
み
合
わ
せ

て
の
使
用
や
、
渡
り
金
具
や

止
め
金
具
な
ど
の
ア
ク
セ
サ

リ
も
流
用
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
ベ
ー
ジ
ュ
と
ブ
ル
ー
の

標
準
端
子
台
を
３
種
、
ア
ー

ス
端
子
台
を
３
種
、
エ
ン
ド

プ
レ
ー
ト
を
３
種
の
合
計
９

機
種
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。

　
同
社
と
独
ワ
イ
ド
ミ
ュ
ラ

ー
社
は
２
０
１
９
年
に
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
契
約
を
締
結

し
、
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
接
続
方

式
を
採
用
し
た
制
御
用
ス
イ

ッ
チ
な
ど
各
種
製
品
の
拡
充

と
、
ワ
イ
ド
ミ
ュ
ラ
ー
社
製

Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
端
子
台
の
日

本
で
の
独
占
販
売
を
行
っ
て

い
る
。

こ
と
が
で
き
る
「
Ｍ
ｏ
ｄ
ｉ

ｃ
ｏ
ｎ
」
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｐ
Ｌ

Ｃ
「
Ｍ
２
６
２
　
Ｌ
シ
リ
ー

ズ
」
＝
写
真
＝
を
発
売
し

た
。

　
Ｍ
ｏ
ｄ
ｉ
ｃ
ｏ
ｎ
ブ
ラ
ン

ド
の
Ｐ
Ｌ
Ｃ
は
グ
ロ
ー
バ
ル

で
多
く
の
実
績
が
あ
る
Ｐ
Ｌ

Ｃ
で
、
同
製
品
は
そ
の
な
か

で
も
Ｉ
ｏ
Ｔ
特
化
し
た
Ｐ
Ｌ

Ｃ
と
な
る
。
日
本
市
場
向
け

と
し
て
、
国
内
外
で
広
く
使

わ
れ
て
い
る
、
三
菱
電
機
製

Ｐ
Ｌ
Ｃ
の
通
信
方
式
で
あ
る

Ｍ
Ｃ
プ
ロ
ト
コ
ル
に
対
応
。

ま
た
、
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
ｓ
、
Ｍ
Ｑ

Ｔ
Ｔ
、
Ｊ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
の
各
種
ク

ラ
ウ
ド
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
に

対
応
し
、
Ｏ
Ｐ
Ｃ
　
Ｕ
Ａ
サ

ー
バ
ー
も
標
準
対
応
。
上
位

機
種
Ｔ
Ｍ
２
６
２
Ｌ
20
は
Ｏ

　
日
新
シ
ス
テ
ム
ズ
は
、
国
際

標
準
通
信
規
格
の
Ｗ
ｉ
―
Ｓ
Ｕ

Ｎ
　
Ｆ
Ａ
Ｎ
を
搭
載
し
た
Ｉ
ｏ

Ｔ
セ
ン
サ
ー
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

「
Ｓ
Ｑ
Ｕ
―
Ａ
ｉ
ｒ
（
ス
ク
エ

ア
ー
）
」
＝
写
真
＝
を
発
売
し

た
。

　
同
製
品
は
、
９
２
０
Ｍ
Hz
帯

無
線
の
Ｗ
ｉ
―
Ｓ
Ｕ
Ｎ
　
Ｆ
Ａ

Ｎ
を
使
用
し
、
配
線
工
事
が
不

要
で
、
設
置
場
所
を
制
限
し
な

い
Ｉ
ｏ
Ｔ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
。
市

販
の
Ｂ
Ｌ
Ｅ
ビ
ー
コ
ン
や
ア
ナ

ロ
グ
機
器
の
セ
ン
サ
ー
デ
ー
タ

を
自
動
取
得
し
、
記
録
や
見
え

る
化
を
低
コ
ス
ト
で
手
軽
に
実

現
で
き
る
。
通
信
コ
ス
ト
や
月

額
費
用
も
不
要
。

　
ま
た
Ｗ
ｉ
―
Ｓ
Ｕ
Ｎ
　
Ｆ
Ａ

Ｎ
の
も
つ
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
機
能

で
メ
ッ
シ
ュ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
電
波
状
況
が
不
安
定

と
な
り
通
信
が
途
切
れ
た
場
合

で
も
自
動
復
旧
し
、
障
害
物
を

回
避
し
て
接
続
し
や
す
い
通
信

経
路
を
自
動
で
選
択
す
る
こ
と

も
可
能
。 

不
感
地
帯
を
カ
バ
ー

し
、
広
域
エ
リ
ア
の
通
信
が
で

き
、
広
い
工
場
な
ど
設
備
機
器

が
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
生
産

現
場
で
も
安
定
し
た
通
信
環
境

が
実
現
で
き
る
。

　
取
得
し
た
デ
ー
タ
の
可
視
化

や
Ｃ
Ｓ
Ｖ
出
力
・
保
存
が
で
き

る
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
用
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
「
Ｓ
Ｑ
Ｕ
―
Ａ
ｉ

ｒ
ツ
ー
ル
」
と
、
パ
ソ
コ
ン
接

続
用
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ
ル
も
併

せ
て
提
供
す
る
た
め
、
簡
単
に

セ
ン
サ
ー
デ
ー
タ
の
自
動
取
得

・
記
録
・
見
え
る
化
を
実
現
す

る
。

　
横
河
電
機
は
、
Ｏ
ｐ
ｒ
ｅ

Ｘ
Ｔ
Ｍ
　
Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
　
Ｉ

ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
の

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
と
し
て
「
電

磁
流
量
計
Ｃ
Ａ
シ
リ
ー
ズ
」

＝
写
真
＝
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
１
９
９
５
年

か
ら
発
売
を
開
始
し
た
Ａ
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｇ
　
Ｃ
Ａ
シ
リ
ー
ズ
の

後
継
機
種
と
し
て
、
非
接
液

式
容
量
電
極
構
造
に
優
れ
た

操
作
性
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性

を
追
加
。
世
界
の
多
く
の
プ

ラ
ン
ト
で
使
わ
れ
て
い
る
Ｈ

Ａ
Ｒ
Ｔ
通
信
に
も
対
応
し
、

言
語
は
９
カ
国
語
か
ら
選
択

可
能
。
測
定
デ
ー
タ
は
オ
プ

シ
ョ
ン
で
ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
Ｓ
Ｄ

に
保
存
で
き
、
取
り
出
し
て

Ｐ
Ｃ
上
で
デ
ー
タ
を
確
認
し

た
り
、
ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
Ｓ
Ｄ
に

保
存
さ
れ
た
機
器
設
定
デ
ー

タ
を
別
の
機
器
に
コ
ピ
ー
し

て
設
定
し
た
り
す
る
こ
と
が

可
能
。
表
示
器
に
は
バ
ッ
ク

ラ
イ
ト
機
能
を
搭
載
し
、
夜

間
や
周
囲
が
暗
い
場
所
で

の
、
表
示
器
の
視
認
性
が
格

段
に
向
上
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
配
管
に
取
り
付
け

た
ま
ま
機
器
の
健
全
性
を
診

断
す
る
ベ
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
機
能
を
搭
載
。
最
短
６
分

で
、
磁
気
回
路
、
励
磁
回

路
、
演
算
回
路
の
検
査
と
機

器
ス
テ
ー
タ
ス
の
ア
ラ
ー
ム

や
健
全
性
の
確
認
が
で
き

る
。

　
別
売
り
の
専
用
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
Ｆ
Ｓ
Ａ
１
３
０
や
そ
の

他
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ツ
ー
ル
と

組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
配
管
に

取
り
付
け
た
ま
ま
で
、
よ
り

多
く
の
項
目
の
検
査
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
レ
ポ
ー
ト
作

成
ま
で
簡
単
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

　
測
定
管
の
サ
イ
ズ
は
15
〜

２
０
０
㍉
㍍
の
範
囲
で
８
種

類
用
意
。
口
径
と
面
間
寸
法

は
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｇ
　
Ｃ
Ａ
シ
リ

ー
ズ
と
合
わ
せ
て
あ
り
、
追

加
工
事
は
不
要
で
置
き
換
え

が
可
能
。

　
日
本
、
東
南
ア
ジ
ア
、
北

南
米
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
中

東
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
販
売

開
始
し
、
今
後
、
Ｃ
Ｅ
マ
ー

キ
ン
グ
と
各
種
防
爆
規
格
を

取
得
し
、
欧
州
を
中
心
と
す

る
Ｃ
Ｅ
マ
ー
キ
ン
グ
対
象

国
、
中
国
で
も
販
売
予
定
。

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

フ
ェ
ル
ー
ル
不
要

　

プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
進
化
系

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
接
続
方
式

の
進
化
系
と
な
る
、
ス
ナ
ッ
プ
イ
ン
接
続
方

式
を
採
用
し
た
独
・
ワ
イ
ド
ミ
ュ
ラ
ー
社
製

端
子
台
「
Ｋ
ｌ
ｉ
ｐ
ｐ
ｏ
ｎ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ

ｃ
ｔ
　
Ａ
Ｓ
　
シ
リ
ー
ズ
」
を
発
売
し
た
。

IDEC スナップイン端子台

　
同
製
品
は
、
フ
ェ
ル
ー
ル

端
子
が
不
要
で
、
被
覆
を
む

い
た
電
線
を
端
子
台
の
接
続

口
に
挿
し
込
む
だ
け
で
結
線

が
で
き
る
端
子
台
。
こ
れ
ま

で
の
接
続
方
式
で
あ
る
ね
じ

式
、
ス
プ
リ
ン
グ
式
、
プ
ッ

シ
ュ
イ
ン
式
の
い
ず
れ
も
、

電
線
の
被
覆
を
む
い
た
後
、

丸
端
子
や
フ
ェ
ル
ー
ル
端
子

な
ど
圧
着
端
子
を
取
り
付
け

て
結
線
す
る
必
要
が
あ
っ
た

が
、
同
製
品
で
採
用
し
た
ス

ナ
ッ
プ
イ
ン
接
続
方
式
で
は

そ
の
工
程
が
一
切
不
要
。
圧

着
工
程
が
省
略
で
き
て
配
線

作
業
が
効
率
化
で
き
る
こ
と

に
加
え
、
圧
着
端
子
や
専
用

工
具
の
在
庫
を
持
ち
管
理
す

る
必
要
が
な
く
な
る
。

　
作
業
自
体
は
接
続
口
に
電

　
ヤ
マ
ハ
発
動
機
は
、
リ
ニ

ア
コ
ン
ベ
ア
モ
ジ
ュ
ー
ル

「
Ｌ
Ｃ
Ｍ
Ｒ
２
０
０
」
に
つ

い
て
、
最
大
可
搬
質
量
を
従

来
の
15
㌔
㌘
か
ら
30
㌔
㌘
に

倍
増
さ
せ
る
。

　
同
製
品
は
、
従
来
式
コ
ン

ベ
ア
で
は
実
現
で
き
な
か
っ

た
独
立
動
作
を
す
る
ス
ラ
イ

ダ
に
ワ
ー
ク
（
組
み
立
て
中

の
製
品
な
ど
）
を
載
せ
て
搬

送
し
、
組
み
立
て
作
業
位
置

で
高
精
度
に
停
止
。
組
み
立

て
作
業
後
に
は
そ
の
ま
ま
次

工
程
ま
で
ワ
ー
ク
を
搬
送
す

る
こ
と
で
、
ラ
イ
ン
の
ス
ペ

ー
ス
効
率
を
大
幅
に
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
搬
送
シ

ス
テ
ム
。

　
今
回
の
性
能
強
化
は
、
本

体
は
そ
の
ま
ま
に
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
、

最
大
可
搬
質
量
を
倍
増
さ
せ

た
。

　
こ
れ
ま
で
導
入
実
績
の
多

い
電
気
・
電
子
部
品
を
は
じ

め
、
電
気
自
動
車
向
け
の
車

載
モ
ー
タ
や
Ｐ
Ｃ
Ｕ
（
パ
ワ

ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ

ト
）
、
イ
ン
バ
ー
タ
な
ど
の

中
量
級
部
品
、
さ
ら
に
食
品

や
医
薬
品
の
原
材
料
や
搬
送

パ
レ
ッ
ト
を
含
め
た
一
貫
ラ

イ
ン
へ
の
導
入
も
可
能
と
な

る
。

Klippon Connect AS シリーズ

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
Ｉ
Ｏ
ー
Ｌ

ｉ
ｎ
ｋ
搭
載
の
近
接
セ
ン
サ

「
Ｅ
２
Ｅ
　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
＝

写
真
＝
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
超
長
距
離
／

長
距
離
タ
イ
プ
で
検
出
距
離

が
標
準
タ
イ
プ
の
約
２
倍
あ

り
、
検
出
余
裕
度
が
高
く
、

装
置
の
振
動
で
ド
グ
が
離
れ

て
も
検
出
ミ
ス
が
起
き
に
く

く
、
誤
作
動
を
低
減
し
て
設

備
稼
働
率
を
向
上
。
ま
た
ワ

ー
ク
と
の
距
離
を
確
保
し
て

設
置
す
る
こ
と
で
、
ワ
ー
ク

の
着
座
位
置
の
ば
ら
つ
き
に

よ
る
近
接
セ
ン
サ
の
衝
突
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
故
障

を
減
ら
す
こ
と
も
期
待
で
き

る
。
実
際
に
自
動
車
部
品
製

造
メ
ー
カ
ー
で
同
製
品
を
使

用
し
た
と
こ
ろ
、
近
接
セ
ン

サ
を
起
因
と
す
る
突
発
的
な

停
止
が
１
年
間
で
２
４
０
時

間
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
約
３
分

の
１
ま
で
短
縮
で
き
た
と
し

て
い
る
。

　
ま
た
設
置
・
取
り
付
け
に

つ
い
て
も
、
表
示
灯
は
３
６

０
度
ど
の
位
置
か
ら
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
ど
の
位
置
で
固

定
し
て
も
緑
色
と
橙
色
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
点
灯
に
よ
っ
て
検
出

状
態
が
確
認
で
き
る
。
ま
た

取
り
付
け
治
具
に
ｅ
―
治
具

を
使
う
こ
と
で
誰
で
も
同
じ

位
置
に
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
固
定

で
き
、
交
換
時
間
を
大
幅
に

削
減
で
き
る
。

　
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
を
搭
載

し
、
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
マ
ス

タ
と
接
続
す
れ
ば
設
備
の
状

態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握

で
き
、
予
兆
保
全
も
可
能
。

ま
た
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
を
使

わ
な
く
て
も
、
Ｎ
Ｏ
（
ノ
ー

マ
リ
オ
ー
プ
ン
）
と
Ｎ
Ｃ

（
ノ
ー
マ
リ
ク
ロ
ー
ズ
）
の

２
つ
の
出
力
を
配
線
す
る
こ

と
で
故
障
を
検
知
で
き
る
。

オ
ム
ロ
ン「
Ｅ
２
Ｅ 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」

IO-Link搭載 近接センサ
検出距離 標準の２倍

リ
ニ
ア
コ
ン
ベ
ア
モ
ジ
ュ
ー

ル 「
Ｌ
Ｃ
Ｍ
Ｒ
２
０
０
」

日新システムズ IoTセンサーゲートウェイ

Wi-SUN
FAN使用 配線工事が不要

三
菱
電
機 

タ
ン
ク
形
真
空
遮
断
器

北
米
向
け
72
・
５
kV

ヤ
マ
ハ
発
動
機 

リ
ニ
ア
コ
ン
ベ
ア
モ
ジ
ュ
ー
ル

最
大
可
搬

質
量

30
㎏
に
倍
増

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク 

Ｐ
Ｌ
Ｃ

Ｍ
Ｃ
プ
ロ
ト
コ
ル
対
応

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
用
途

　
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
は
、
通
常
の
機
器
制

御
に
加
え
、
Ｍ
Ｃ
プ
ロ
ト
コ

ル
に
対
応
し
て
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
ゲ

ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
も
使
う

工
場
の
安
定
稼
働
見
守
り

横
河
電
機 

電
磁
流
量
計
Ｃ
Ａ
シ
リ
ー
ズ

「
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｇ 

Ｃ
Ａ
」後
継

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

ズ
は
、
工
場
の
施
設
管
理
業

務
の
見
守
り
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

電
気
設
備
の
漏
洩
電
流
測
定

と
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ

る
、
分
電
盤
点
検
の
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
開
始
す
る
＝
写

真
。

　
電
気
設
備
の
漏
洩
電
流
測

定
は
、
豊
富
な
工
場
施
設
管

理
の
実
績
で
培
っ
た
電
気
設

備
診
断
の
ス
キ
ル
を
保
有
し

た
技
術
者
が
、
佐
鳥
電
機
の

絶
縁
監
視
装
置
「
Ｌ
ｅ
ａ
ｋ

ｅ
ｌ
ｅ
」
を
使
用
し
て
電
気

を
遮
断
せ
ず
に
漏
洩
電
流
測

定
を
行
い
漏
電
箇
所
を
特

定
。
測
定
デ
ー
タ
か
ら
劣
化

傾
向
を
分
析
し
、
点
検
タ
イ

ミ
ン
グ
や
修
繕
時
期
の
提
案

を
実
施
す
る
。

　
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る

分
電
盤
の
劣
化
診
断
で
は
、

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
使
っ
て

分
電
盤
内
部
を
測
定
し
、
電

路
部
の
端
子
ネ
ジ
の
緩
み
や

部
品
の
劣
化
等
に
よ
る
異
常

な
加
熱
を
検
査
す
る
。
関
西

地
方
か
ら
提
供
を
開
始
し
、

全
国
に
展
開
し
て
い
く
。

漏洩電流測定と分電盤点検

Ｐ
Ｃ
　
Ｕ
Ａ
サ
ー
バ
ー
／
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
の
両
方
に
対

応
。
同
社
が
提
供
す
る
マ
シ

ン
監
視
の
ク
ラ
ウ
ド
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
「
Ｅ
ｃ
ｏ
Ｓ
ｔ
ｒ

ｕ
ｘ
ｕ
ｒ
ｅ
　
Ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ

ｎ
ｅ
　
Ａ
ｄ
ｖ
ｉ
ｓ
ｏ
ｒ
」

に
も
直
結
で
き
る
。

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
が
難
し
い
古
い

既
存
設
備
に
対
し
て
同
製
品

を
取
り
付
け
て
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
と
し
て
使
う
こ
と
で
デ
ー

タ
が
収
集
で
き
、
さ
ら
に
ク

ラ
ウ
ド
と
の
連
携
も
容
易
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
設
備
の
入
れ
替
え
や

大
幅
な
改
造
を
せ
ず
に
古
い

設
備
を
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
で
き
る
。

　
三
菱
電
機
は
、
電
力
会
社

の
変
電
所
な
ど
に
設
置
さ
れ

る
大
電
流
遮
断
器
の
北
米
市

場
向
け
新
製
品
と
し
て
、
温

室
効
果
ガ
ス
を
使
用
し
な
い

真
空
バ
ル
ブ
に
よ
る
電
流
遮

断
と
高
圧
ド
ラ
イ
エ
ア
（
乾

燥
空
気
）
絶
縁
方
式
を
採
用

し
た
72
・
５
kV

「
三
菱
タ
ン
ク

形
真
空
遮
断

器
」
＝
写
真
＝

を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、

温
室
効
果
が
Ｃ

Ｏ
２
の
２
万
５

セ
ン
サ
搭
載
Ａ
Ｇ
Ｖ

床
面
マ
ッ
ピ
ン
グ

自
己
位
置
を
推
定

四
恩
シ
ス
テ
ム

　
四
恩
シ
ス
テ
ム
は
、
床
面

を
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
自
己
位

置
の
推
定
を
行
う
セ
ン
サ
搭

載
Ａ
Ｇ
Ｖ
を
開
発
し
た
＝
写

真
。
２
０
２
３
年
２
月
に
リ

リ
ー
ス
予
定
。

　
同
製
品
は
床
面
の
テ
ク
ス

チ
ャ
を
ス
キ
ャ
ン
し
、
そ
の

画
像
の
特
徴
を
測
定
し
、
そ

れ
を
も
と
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
さ

れ
た
ル
ー
ト
を
、
Ａ
Ｇ
Ｖ
が

走
行
す
る
。
走
行
中
は
画
像

と
床
面
を
一
致
さ
せ
な
が
ら

進
む
た
め
、
位
置
を
正
確
に

推
定
で
き
る
。
劣
化
な
ど
で

床
面
の
状
態
が
変
わ
っ
た
場

合
も
、
自
動
で
検
出
し
ス
キ

ャ
ン
を
行
い
、
マ
ッ
プ
が
更

新
さ
れ
て
い
く
た
め
、
継
続

的
な
運
用
が
可
能
と
な
る
。

２
０
０
倍
と
言
わ
れ
る
Ｓ
Ｆ

６
ガ
ス
の
代
替
と
し
て
、
絶

縁
媒
体
に
ド
ラ
イ
エ
ア
を
採

用
す
る
こ
と
で
環
境
負
荷
を

低
減
。

　
ま
た
高
圧
ド
ラ
イ
エ
ア
絶

縁
方
式
を
採
用
し
、
遮
断
器

か
ら
排
出
さ
れ
る
ガ
ス
の
記

録
・
報
告
作
業
や
廃
棄
時
の

ガ
ス
回
収
作
業
が
不
要
。
ガ

ス
管
理
業
務
等
の
削
減
に
よ

る
保
守
点
検
作
業
を
効
率
化

し
、
さ
ら
に
北
米
市
場
で
要

求
さ
れ
る
、
マ
イ
ナ
ス

40
℃
の
環
境

下
で
の
寒
冷
地
仕
様
に
お
い

て
必
要
だ
っ
た
、
Ｓ
Ｆ
６
ガ

ス
の
液
化
を
防
止
す
る
低
温

対
策
工
事
や
保
守
作
業
が
不

要
に
な
る
。

　
ド
ラ
イ
エ
ア
採
用
に
よ
る

絶
縁
距
離
を
短
縮
化
し
、
タ

ン
ク
サ
イ
ズ
を
縮
小
化
。
設

置
面
積
が
Ｓ
Ｆ
６
ガ
ス
使
用

の
遮
断
器
と
同
等
の
省
ス
ペ

ー
ス
化
で
き
、
更
新
時
の
追

加
基
礎
工
事
が
不
要
と
な
っ

て
い
る
。



（3）　　　２０２２年（令和４年）１０月１９日

●

モ
ノ
づ
く
り
は
、

付
加
価
値
が
付
く
瞬
間
以
外
は
、

運
搬
ま
た
は
停
滞
で
あ
る
。

モ
ノ
づ
く
り
に

お
け
る
流
れ
の

追
求

急所75

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
気
付
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ど
う
す

れ
ば
そ
れ
を
改
善
で
き
る
か

を
考
え
て
実
行
す
る
次
の
ス

テ
ッ
プ
が
自
動
的
に
始
ま
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ど
う
ぞ
頑
張
っ
て
よ
り
多
く

の
流
れ
る
モ
ノ
づ
く
り
を
実

現
し
て
く
だ
さ
い
。

と
を
繰
り
返
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
し
て
工
場
で
は
た
く

さ
ん
の
部
品
や
製
品
が
作
ら

れ
ま
す
が
、
付
加
価
値
が
付

く
時
間
は
意
外
に
短
い
も
の

で
す
。
例
え
ば
ペ
ン
の
本
体

に
キ
ャ
ッ
プ
を
は
め
る
組
み

立
て
作
業
で
は
、
キ
ャ
ッ
プ

が
は
ま
る
「
カ
チ
ン
」
と
い

う
音
が
す
る
瞬
間
だ
け
で
、

そ
れ
以
外
は
運
搬
ま
た
は
停

滞
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
も
し
付
加
価
値
が
付
く

作
業
だ
け
で
モ
ノ
づ
く
り
が

で
き
た
ら
す
ご
い
生
産
性
向

上
に
な
り
ま
す
ね
。

　
工
程
全
体
を
見
て
、
も
し

部
品
や
中
間
品
が
多
い
場
合

は
注
意
が
必
要
で
す
。
自
分

た
ち
は
一
生
懸
命
に
モ
ノ
づ

く
り
を
し
て
い
る
つ
も
り
で

あ
っ
て
も
、
付
加
価
値
が
付

い
て
い
る
作
業
時
間
は
極
め

て
短
く
、
モ
ノ
を
移
動
さ
せ

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
。

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
良
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情

報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
な

ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学
会
、
公
開
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日本カイゼンプロジェクト
会長　　柿内幸夫

儲かるメーカー
改善の急所

FA業界掲示板
■ 横河電機ら「第４回未来と健康のため
の高校生ビジネスコンテスト」開催
　横河電機、東和薬品、TISは3社共催
で関西・関東の高校生を対象にした「第
４回未来と健康のための高校生ビジネス
コンテスト」を開催する。
　「いのち輝く地域社会～地域の人々が
健康であり続けるために～」をテーマと
して、それぞれの地域社会で、人々が健
康で生きがいのある生活が続けられるよ
うに、地域課題を自ら見つけ、解決でき
るようなビジネスアイデアを募集する。
　将来日本の未来を担っていく高校生か
らフレッシュなアイデアを募集するとと
もに、社会に貢献する機会をつくること
を目的としている。
■ MonotaRO、「モノタロウ.com」の
取扱点数が1900万突破。FA・制御機
器も拡充
　MonotaROが運営する国内ECサイト
「mo n o t a r o . c om（モノタロウ.
com）」の取扱商品点数が1900万点を突
破した。
　2019年2月以降、農業機械部品や産業
用ロボット、エアシリンダなどの製品を
新規拡充し、メカニカル部品や産業用ロ
ボットなどの黒田精工商品を約67万点、
オリエンタルモーター商品を約12万点、
エアシリンダやコンプレッサー・空圧機
器・ホースのSMC商品を約49万点、制
御機器の検出・センサ・表示機器・ディ
スプレイ・タッチパネルの渡辺電機工業
商品を約6.8万点等を追加。
　現在は取扱商品点数1900万点以上、取
扱ブランド数1万5000以上、商品カテゴ
リ数23カテゴリ・124ジャンル、当日出
荷商品約61万点、翌日出荷商品約65万点
に達し、主力となる製造業・建設工事業
・自動車業をはじめ、運送業、農業、飲
食店、学校、介護業、地方公務、美容業
など741万超の登録ユーザーに利用され
ている。
■ ヤマハ発動機、パナソニック工場に自
動運転搬送サービス試験導入
　ヤマハ発動機のグループ会社、eve 
autonomy（イヴオートノミー）」の自
動搬送サービス「eve auto（イヴオー
ト）」が、群馬県大泉町のパナソニック
大泉地区コールドチェーン工場で試験導
入された。試験導入は、ヤマハ発動機の

工場を含め6社9台目。
　同工場は、業務用冷蔵庫、冷蔵・冷凍
ショーケース、飲料ディスペンサなどを
製造しており、今回フォークリフトによ
る搬送からイヴオートによる牽引に搬送
方法を置き換えることで、省人化とサイ
ズが大きく重量のある冷蔵・冷凍ショー
ケース用パネルといった大型部品を搬送
する際の安全面でのリスク低減を狙う。
■ サンワテクノス、スタンレー電気の深
紫外線除菌製品の在庫販売を開始
　サンワテクノスは、スタンレー電気の
深紫外線除菌製品ブランド「AℓNUV

（アルヌーヴ）」の在庫販売を開始し
た。
　同ブランドは、新型コロナウイルス
（SARS-CoV-2）の不活化に高い有効性
が確認されている深紫外LED（波長
265nm）を中心に、スタンレー電気が自
動車ランプで培った光学技術とLEDパ
ッケージ技術を使った除菌製品群。
　26 5 nm深紫外LEDの除菌効果と
365nm近紫外LEDの脱臭効果を両方備
えたダブル除菌タイプの空間除菌機の据
え置き型、持ち運びできるポータブル
型、個人使いのパーソナル型のほか、共
有の文房具やスマートフォン、タブレッ
ト、カード、紙類、その他小物備品など
身の回りの小物等を紫外線除菌!細菌・
ウイルスを最大2分で99%以上除菌する
紫外線除菌庫などを取り扱っている。
■ ヒルシャー・ジャパン、YouTube動
画「丸わかり！ゲートウェイの動作原
理」公開

　ヒルシャー・ジャパンは、YouTube
動画「丸わかり！ゲートウェイの動作原
理」を公開した。工場の自動化やIoT実
現に向けて活用が進むゲートウェイの動
作原理を紹介するもので、産業用通信イ
ンターフェースに馴染みのない人でも分
かりやすく解説している。
■ 日東工業製EV充電器、三菱ふそうEV
トラック向け純正用品に採用

　日東工業のEV充電器「Pit-2G（ピッ
ト・ツージー）シ
リーズ」が、三菱
ふそうトラック・
バスが提供を開始
したEVトラック
向け充電器の導入
サービス「充電器
・充電器設置サー
ビス」に純正用品として採用された。
　同製品のプロユースにも耐える堅牢性
や耐候性、シンプルな操作性が評価さ
れ、MFTBC向けモデルは普通充電のな
かでは高出力の6kW充電が可能で、電
気小型トラック「eCanter」との互換性
も確認済みとなっている。
　EVトラックの充電に適した長めの充
電ケーブルを備え、4G通信モデルでは
三菱ふそうトラック・バスのコネクテッ
ドサービス「Truckonnect（トラックコ
ネクト）」を通じたクラウド方式の充電
管理システム（CMS）の対応機能を搭
載している。
■ リタール、ブログ記事「使いやすい操
作盤の選定方法」を公開

　リタールは、制御盤を中心とした情報
発信を行っている同社ブログで、工作機
械や半導体製造装置をはじめ各種生産設
備の操作を担う操作盤について、「使い
やすい操作盤の選定方法」を紹介する記
事を公開した。
　操作盤の使いやすさは、作業効率や作
業安全性を高めるための重要なポイント
であり、どんな操作盤を選ぶのが良い
か、操作版を使いやすくするにはどうす
るかなどを解説している。

■ カナデン、製品サイトでEV急速充電
器情報コンテンツを公開

　カナデンは、同社の製品サイトで、
EV急速充電器に関する情報をまとめた
EV急速充電器情報コンテンツを公開し
た。EV急速充電器について、国内での

EV普及率から、普通充電と急速充電の
違い、補助金情報、EV急速充電器を設
置する時の工事費用込みの概算費用など
を紹介。
　同社ではEV急速充電器の販売に加え
て設置工事も請け負っており、同サイト
では工事費を込みの見積もりの算出依頼
も可能となっている。
■ 安川電機、製品事例に30㌔㌘可搬の人
協働ロボットのパレタイジング動画を
追加

　安川電機は、同社の製品・技術情報サ
イト「e-メカサイト」の製品事例動画
に、パレタイジング用途に特化した30㌔
㌘可搬の人協働ロボット「MOTOMAN-

HC30PL（防塵・防滴仕様）の紹介動画
を公開した。
　重量物のパレタイジングを作業者に代
わってロボットで行うことで作業者の負
荷を軽減でき、安全柵も不要なため設備
の省スペース化も実現できる。
■ オプテックス・エフエー、FAメンバ
ー更新・登録キャンペーン

　オプテックス・エフエーは、創立20周
年謝恩企画として、同社の会員制度であ
る「FAメンバー」について、FAメンバ
ー会員情報の更新または新規会員登録し
た人を対象に、抽選で100人にAmazon
ギフト券1000円分を進呈するキャンペー
ンを実施している。期間は10月31日ま
で。
■ オプテックス・エフエー、センシング
LED照明技術を進化　10月末に新製品
発売

　オプテックス・エ
フエーは、2010年に
業界初のセンシング
L E D 照明を発売
し 、 独 自 技 術 の
「FALUX sensing」によって明るさの
見える化を実現してきたが、このほど
「FALUX sensing+」と技術を進化さ
せ、搭載製品を10月末に発売する。
■ オプテックス・エフエー、印字検査セ
ット割キャンペーン期間延長　12月15
日まで

　オプテックス・エフエーは、創立20周
年を記念して実施している印字検査用画
像センサGVS-OCRシリーズを特別価格
で購入できる「印字検査セット割キャン
ペーン」について、好評につき12月15日
まで延長する。
　例えば「トライアルセット」は、カメ

ラ1台、モニタ1台、電源ケーブル1本、
モニタ通信ケーブル1本の1台セットの場
合は29万8000円（税別）＋FAポイント1
万ポイント、3台セットの場合は75万円、
5台セットの場合100万円で購入できる。
■ パナソニック、視覚と触覚の融合で1
㍉㍍以下の精密位置決め技術を開発

　パナソニックホールディングス、パナ
ソニックコネクト、立命館大学は、視覚
と触覚のマルチモーダル情報を使ったサ
ブミリ（1㍉㍍以下）の精密位置決め技
術「Tactile-Sensitive NewtonianVAE 
（TS-NVAE）」を開発した。
　例えばUSBコネクタの挿入作業の
際、人は無意識のうちに、視覚でソケッ
トの位置を認識し、次にプラグを指の先
端か根元かのどこでつまんでいるかを触
覚で認識し、最後にこれらの情報を統合
して適切な挿入位置をサブミリの精度で
算出している。同技術はこうした人間の
高度な視覚・触覚運動制御の仕組みを
AIで実現するもので、USBコネクタの
挿入作業では成功率100%、位置決め精
度0.3㍉㍍を達成した。
　同技術をロボット動作に応用すること
で、定型作業だけでなく、サプライチェ
ーンのさまざまな分野に広げることが可
能になる。

セミナー・イベント情報
■ IMVと共和電業、12月1日セミナー
「振動試験機を使用したひずみ測定の
ポイント」

　IMVと共和電業は、12月1日に日本高
度信頼性評価試験センター（埼玉県入間
市宮寺4102-142）で、「振動試験機を使用
したひずみ測定のポイント」を開催する。
　実際の振動試験機と取得データを使う
実践形式となり、ひずみ測定の基礎と応
用編として、無線ひずみ計測やひずみ測
定データを使った分析事例も解説する。
　開催はリアルのみで、参加費用は3万
円、先着20人限定となる。
■ 明電舎、11月10日～25日にオンライン
展示会「MEIDENメッセ2022」開催

　明電舎は、11月10日から25日にかけ
て、オンライン展示会「MEIDENメッ
セ2022―社会の課題を解決！サステナビ
リティ・パートナーとしての取組み―」
を開催する。
　サステナビリティをテーマとし、4つ
の注力領域である「リニューアブルエナ
ジー」「サステナブルインフラ」「グリ
ーンモビリティ」「スマートインダスト
リー」をキーワードに、セミナーやオン
ライン展示で研究開発や技術、製品、ソ
リューションなどを紹介する。参加無料。
■ EPLAN、11月1日に無料ウェビナー
「EPLAN電気設計CADデモセミナー」

　EPLANは、11月1日に無料ウェビナ
ー「制御盤・機械設備電気設計者必見！
EPLAN電気設計CADデモセミナー」を
開催する。「回路図の修正作業の工数多
い」「ヒューマンエラーによる修正は日
常茶飯事」「部品表や端子台リスト作成
は別のツールを使ってコピペする」など
で時間を浪費させられている制御盤・機
械設備の電気設計者向けに、電気設計専
用CADによる設計で作業効率を上げる
ポイントを解説する。
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2022年度（第71回）電機工業技術功績者表彰　正会員
功績の題目 企業名 氏名（敬称略）

最優秀賞 800V駆動電気自動車用インバータのノ
ーマルモードノイズ抑制技術 株式会社日立製作所 方田 勲、大前 彩、勝部 勇作

優秀賞 
重電部門

小型・軽量化を実現した電鉄用回生電
力貯蔵装置向け直列補償型変換器の開
発

東芝インフラシステ
ムズ 野木 雅之、真木 康次、田中 彰

優秀賞 
家電部門

新放電方式（ラウンドリーダー放電）
で，OHラジカル生成量「100倍」を実
現した新「ナノイーX」デバイスの開発

パナソニック 青野 哲典、滝川 裕基、今井 慎

優秀賞 
ものづくり部門 受配電設備の劣化診断システムの開発 三菱電機 藤原 宗一郎、三木 伸介、西川 哲司

優良賞

特定計量制度に対応した完全自家消費
太陽光発電用パワコンの開発

オムロン ソーシアル 
ソリューションズ 井上 健一、田邊 勝隆、山田 潤一郎

世界初ドロワー式コンベクションオー
ブンレンジSMD2499FSの開発 シャープ 篠原 佑、岩本 雅之、北浦 智宏

湿度センサー＆AI制御で乾燥力がさら
に 進 化 し た 「 ハ イ ブ リ ッ ド 乾 燥
NEXT」搭載のドラム式洗濯乾燥機

シャープ 藤井 政年、坂元 仁、吉岡 直哉

屋根に美しく調和する外観と高い搭載
容量を実現した住宅用太陽電池モジュ
ールの開発

シャープエネルギー 
ソリューション 辻屋 薫、増田 悠二、倉橋 孝尚

上水道施設への導入が容易な高効率マ
イクロ水力発電システムの開発 ダイキン工業 須原 淳、阪本 知己 、草野 秀樹

エネマネ対応EV充電パッケージの開発 ダイヘン 水島 光、宮浦 隆宏、西尾 隆平
世界最小級 電鉄向け4,000kWシリコン
整流器の開発

東芝三菱電機産業シ
ステム 今野 純也、藤本 貴文、近藤 晃司

ウルトラファインバブルとマイクロバ
ブルの2つの泡の力で洗浄力を高めたド
ラム式洗濯乾燥機TW-127XP1の開発

東芝ライフスタイル 小室 琢磨、森田 寛之、杉本 哲也

200kW6口マルチ急速充電器の開発 ニチコン 西村 桂、加古 有史
国内初掃除後のゴミを自動で収集する
セパレート型スティック掃除機の開発 パナソニック 堀部 勇、水野 陽章、赤瀬 美樹

小型，省資源化A CサーボモータHKシ
リーズの開発 三菱電機 加嶋 俊大 、八重樫 正人、岩村 祐輝

長時間使用による電気代増加を抑制す
る霧ヶ峰FZシリーズの開発 三菱電機 小川 雄也、川西 智美

高速流体機械の省エネを実現した高速
ダイレクトドライブシステムの開発 明電舎 田中 賢一郎、 大村 元紹、野原 学

避雷器用酸化亜鉛素子に関する高抵抗
化メカニズムの解明 明電舎 小松 雄也、関 篤志、高田 雅之

セルを統合制御し進化しつづける新世
代コントローラYRM-Xコントローラ 安川電機 上遠野 優、中村 喬之、中村 智之

脱炭素社会の実現に貢献する超高効率
薄型同期電動機 エコPMモータ フラッ
トタイプの開発

安川電機 荒金 佳宏、西 剛史、吉崎 颯

　
日
本
電
機
工
業
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
の
「
２
０

２
２
年
度
電
機
工
業
技
術
功
績
者
表
彰
」
の
受

賞
者
が
決
定
し
た
。
正
会
員
の
最
優
秀
賞
は
、

重
電
部
門
の
「
８
０
０
Ｖ
駆
動
電
気
自
動
車
用

イ
ン
バ
ー
タ
の
ノ
ー
マ
ル
モ
ー
ド
ノ
イ
ズ
抑
制

技
術
」
を
開
発
し
た
日
立
製
作
所
の
方
田
勲

氏
、
大
前
彩
氏
、
勝
部
勇
作
氏
の
３
名
が
受
賞

し
た
。

　
同
表
彰
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
正
会
員
会
社
の
業
務

に
従
事
し
、
重
電
産
業
機
器
・
白
物
家
電
機
器

・
も
の
づ
く
り
の
各
分
野
で
新
製
品･

新
技
術

開
発
な
ど
で
優
れ
た
成
果
を
挙
げ
、
電
機
工
業

の
進
歩
発
達
に
貢
献
し
た
人
を
表
彰
す
る
も
の

で
、
１
９
５
２
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

２
０
０
４
年
か
ら
は
委
員
会
活
動
の
成
果
に
対

し
て
も
表
彰
し
て
い
る
。

　
正
会
員
の
最
優
秀
賞
の
「
８
０
０
Ｖ
駆
動
電

気
自
動
車
用
イ
ン
バ
ー
タ
の
ノ
ー
マ
ル
モ
ー
ド

ノ
イ
ズ
抑
制
技
術
」
は
、
イ
ン
バ
ー
タ
内
の
電

磁
ノ
イ
ズ
フ
ィ
ル
タ
の
正
負
電
極
間
の
磁
界
結

合
を
利
用
し
、
イ
ン
バ
ー
タ
の
体
積
と
重
量
を

増
加
さ
せ
ず
に
漏
洩
ノ
イ
ズ
を
抑
制
す
る
低
ノ

イ
ズ
化
技
術
を
確
立
し
た
も
の
で
、
Ｅ
Ｖ
充
電

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
漏
洩
ノ
イ
ズ
抑
制
を
想
定

し
た
イ
ン
バ
ー
タ
高
電
圧
端
子
雑
音
規
制
を
満

足
さ
せ
、
８
０
０
Ｖ
対
応
高
電
圧
イ
ン
バ
ー
タ

の
量
産
を
可
能
に
し
、
Ｅ
Ｖ
の
実
用
性
を
高
め

る
こ
と
に
貢
献
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
優
秀
賞
は
３
件
９
名
、
優
良
賞
は

16
件
46
名
、
奨
励
賞
は
52
件
１
４
２
名
、
審
査

委
員
長
特
別
賞
は
３
件
が
受
賞
。
ま
た
委
員
会

活
動
で
は
、
最
優
秀
賞
を
「
省
エ
ネ
法
新
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
へ
の
対
応
、
貢
献
」
を
お
こ

な
っ
た
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
技
術
専
門
委
員
会
、

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
性
能
規
格
Ｗ
Ｇ
の
32
名
が
受

賞
し
、
優
秀
賞
に
「
金
属
閉
鎖
形
ス
イ
ッ
チ
ギ

ヤ
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
作
成
」
を
行
っ
た
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｃ

　
６
２
２
７
―
１
２
０
０
原
案
作
成
分
科
会
の

14
名
、
優
良
賞
に
「
回
路
遮
断
器
お
よ
び
漏
電

遮
断
器
の
国
際
化
と
競
争
力
向
上
」
を
お
こ
な

っ
た
配
線
用
遮
断
器
技
術
専
門
委
員
会
と
漏
電

遮
断
器
技
術
専
門
委
員
会
の
17
名
、
奨
励
賞
に

「
放
射
線
教
育
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
可
能
に
し

た
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
放
射
線
管
理
教
育
標
準
要
領
と
理

解
度
確
認
例
題
集
の
改
定
」
を
お
こ
な
っ
た
原

子
力
放
射
線
管
理
特
別
委
員
会
、
放
射
線
管
理

教
育
検
討
Ｗ
Ｇ
の
12
名
、
「
初
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
開
催
と
な
る
展
示
会
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
（
ア
イ
ア

イ
フ
ェ
ス
）
２
０
２
２
」
を
開
催
し
た
Ｉ
Ｉ
Ｆ

Ｅ
Ｓ
実
行
委
員
会
の
26
名
が
選
ば
れ
た
。

　タナベコンサルティング尖端技術研究会主催「尖
端シンポジウム」
https://tanabekeiei.hmup.jp/advancedtech_
symposium_221212
　AIに代表される「破壊的技術」の革新は日進月
歩で進んでいる。そうした技術を学び、自社に取り
入れながら成長モデルをデザインする戦略・方法に
ついて学んでいく。

　思考の流れを変えるには、まず「先端技術・デジタル技
術がどのようなものか」「どこでどのように使われている
か」を知る必要がある。技術の基礎知識と応用知識をもと
に、「自社の課題解決にどう使えるか」「顧客満足度を高
めるにはどこで使えるか」を考えることが成功への近道で
ある。
　テクノドリブンでは、1つの対策で複数の問題を解決で
きるといった特徴がある。例えばユニクロは、RF-ID技術
を用いて複数の課題解決を実現し、小売業界にイノベーシ
ョンを起こしている。具体的にはRF-IDチップを商品タグ
に埋め込むことで、①店舗の棚卸作業時間の圧倒的短縮、
②工場内在庫管理業務の自動化、③店舗のセルフレジ化と
いう3点の課題解決を実現した。ボウリングの1番ピンを倒
すがごとく、1投で複数の課題解決を実現しているのであ
る。
　「業界にイノベーションを起こす必要がある」「10年後
を考えると今のビジネスモデルでは通用しない」と感じて
いるのであれば、まずは最新の先端技術を学ぶべきでない
だろうか。誰も答えを教えてはくれないが、不確実な未来
で変化を待つのではなく、自ら考え、変化を起こす側に回
っていただきたい。
　タナベコンサルティングでは、尖端技術研究会という
「新たな技術を研究する会」を開催している。そこでは、
特定の技術に固執せず、企業のビジネスモデルを変えうる
技術やDXのきっかけとなるテクノロジーの基本情報から
活用事例までを学んでいる。尚、先端技術でなく「尖端」
技術としているのは、ただ単に技術を取り入れるのではな
く、尖ったビジネスモデルに活かしていただきたいという
思いを込めている。2022年12月に、無料参加が可能な「尖
端シンポジウム」の開催を予定している。下記よりご確認
いただききたい。

はじめに
　コロナショックに伴いDX（デジタルトランスフォーメ
ーション）が急加速し、これまでデジタルへの取り組みに
無頓着であった企業も、デジタルなくしては業務を進めら
れない状況になった。2年前はデジタルへの取り組みが 〝他
社との差別化〞 や 〝生産性の改善〞 程度のレベルであった
が、今は違う。デジタルを取り入れていないことが、企業
競争における敗因と言っても過言ではない状況だ。
　本連載では、経営コンサルティングを生業とするタナベ
コンサルティングが、さまざまなデジタルテクノロジーを
どのようにビジネスモデルに付加するのか、実際の企業の
取り組み事例も含めて解説し、対策の方向性などを提言さ
せていただく。

技術革新を味方につけよ
　AIに仕事を奪われる？　堂々と奪ってしまえばいいの
だ。
　時代はその繰り返しであり、技術革新とともに経済は発
展してきた。高度経済成長期に普及が進んだコンバイン
は、稲作における稲刈りと脱穀の生産性を19倍に引き上げ
たそうだ。まさに爆発的な生産性改革だ。ただし、裏を返
せば、19人分の仕事を1人でできるようになり、18人分の
仕事を技術革新が奪ったとも言える。
　こんにゃくメーカーA社の例を挙げよう。板こんにゃく
を自動で加工・切断する機器を製造した企業でもあるA社
は、高い生産技術力でユニークな形のこんにゃくを製造
し、その商品力の高さが同社の成長を引き上げていった。
しかし、板こんにゃく加工自動化の裏側にはこんな物語が
あった。
　こんにゃく製造業は従来労働集約型で、板こんにゃくは
液状化されたものを、木枠を使って固め、必要な形状に人
の手でカットする流れが一般的であった。当時はA社も同
様に、経営者（創業者）の妻も工場で働き、夏は暑く、冬
は寒い環境下で作業をしていた。まだ乳児である子どもを
背負って。A社の経営者はその姿を見て、「どうにか楽に
してあげたい」と思い、板こんにゃく製造自動機を開発し
た。従来よりも生産性を大幅に向上させたことは言うまで
もない。
　自動化や技術革新の裏側には、このような物語がいくつ
もある。決して、「雇用を奪おう」という気持ちで開発は
していないはずだ。労働力不足の日本においては、さまざ
まな産業でAI化・自動化が進めば、働き方改革にも大き
く寄与するだろう。

問題解決の思考フローを変える
「技術解決思考」とは
　「先端技術はあくまでも手段でしょ？」と言われること
がある。
　確かにその通りではあるが、今後その考えでビジネスを
進めていくのは危険だ。成長しているさまざまな先端技術
企業の共通点は、「新たな技術を用いて、どの問題を解決
するか」を常に考えていることである。
　一般的に、日本のビジネスパーソンには「問題解決思
考」が備わっており、「課題抽出→原因特定→対策考案」
という流れで確実に問題解決できる素晴らしい能力を持っ
ていると言われている。しかし、これからの環境下では、
「対策手段→抱えている問題の選定→解決」といった思考
フローが必要と思われる。ここでは筆者が提言している造
語「テクノドリブン（Technology Driven）」と呼ぶ。

　株式会社タナベコンサル
ティング 経営コンサルテ
ィング本部 中四国支社長
兼尖端技術研究会リーダー
　森重　裕彰（もりしげ　
ひろあき）
　2017年に尖端技術研究会
を立ち上げ、ビジネスに応
用できるさまざまな先端技
術を研究し、クライアント

の課題解決につなげている。近年では、RPA導
入支援、A.I導入による品質検査省人化などにク
ライアントとともに挑戦している。
　自身の職務経験を生かした現場改善のアドバイ
スにも定評があり、製造業のクライアントを中心
に、経営視点からの具体的な改善策における成功
事例を多数持つ。

プロフィル

「テクノドリブン」 ～技術からはじめよ～

技術解決思考でビジネスモデルを革新せよ!!第
１
回

Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
22
年
度
電
機
工
業
技
術
功
績
者
表
彰

日立製作所３氏に最優秀賞
800V駆動電気自動車用インバータ ノイズ抑制技術が評価

尖端技術研究会



（5）　　　２０２２年（令和４年）１０月１９日

2022年度グッドデザイン賞　FA・生産財関連受賞対象
企業名 受賞対象

グッドデザイン金賞
（経済産業大臣賞） セイコーエプソン 小型射出成形機「AE-M3、AE-M10、AE-M3V」

グッドデザイン・
ベスト100

ファナック 産業用ロボット「M-1000iA」
リコー 樹脂判別センサー「B150」

三菱重工業 プラント自動巡回点検防爆ロボット
「EX ROVRシリーズ  ASCENT」

グッドデザイン賞

デンソーウェーブ 協働ロボット「COBOTTA PRO 1300/900」
KUKA DELTA SDR「DELTA SDR 1200」

ソディック 金属3Dプリンタ
「金属3Dプリンタ 高速造形 LPM325S」

三菱電機 ワイヤ・レーザ金属3Dプリンタ「AZ600」

三菱電機 CFRP切断用炭酸ガス三次元レーザ加工機
「CVシリーズ」

島津産機システムズ 小型真空脱脂焼結炉「VHS-CUBE」

安田工業 マシニングセンター
「YBM 640V Ver.Ⅴ & YBM 950V Ver.Ⅴ」

オリオン機械
チラー（冷却水循環装置）
「フリークーリングモジュール型エコハイブリッ
ドチラー」

イシダ 把持方式組合せ計量機「GCW-V」
新東工業 金属検出機「Tecnoeye「テクノアイ」」
メトロウェザー 風況 LiDAR「ウィンドガーディアン」

新コスモス電機 携帯用ガス検知器
「コスモテクター　XP-3000Ⅱシリーズ」

ニコン 超小型マシンビジョンカメラ「LuFactシリーズ」

アタゴ 旋光計用温度コントローラー
「Temp Controller」

スギノマシン バリ取り自動化機器「バリカン シリーズ」

Ｗ＆Ｎ
プレス機向け金型用クランプ
「イエロークランプシリーズ 　ピストンクラン
プ」

日東工器 水素充填ノズル「HHVカプラ 35MPa」
東南貿易、トワロントレーディング バグフィルター式集塵機用リテーナ「ReBorn」

ハーモニック・ドライブ・システムズ 波動歯車減速装置
「ハーモニックドライブ　ULWシリーズ」

リコー 商用印刷市場向けインクジェットプリンター 
「RICOH Pro Z75」

コニカミノルタ ラベル印刷機 
「AccurioLabel 400」

ブラザー工業 工業用ミシン 
「UF-8910 / UF-8920」

セイコーエプソン
産業ロボット用プログラミングソフト 
「簡単！プログラミングソフト Epson RC+ 
Express Edition」

YOKE RFID Tag「SupraTag」

サントリープロダクツ株式会社 食品工場
「サントリー天然水　北アルプス信濃の森工場」

東京エレクトロン宮城 
大成建設

イノベーションセンター
「宮城技術革新センター」

オムロン 
松井亮建築都市設計事務所

工場自動化の最先端技術体験・実証施設 
「AUTOMATION CENTER KUSATSU」

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
専
門
領
域
だ
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
を

コ
ン
パ
ク
ト
で
手
軽
に
し
、
身
近
な
も
の
に
し

た
こ
と
で
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
人
の
意
識
を

変
え
る
提
案
に
な
っ
て
い
る
と
高
く
評
価
さ
れ

た
。

　
三
菱
重
工
業
の
プ
ラ
ン
ト
自
動
巡
回
点
検
防

爆
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｅ
Ｘ
　
Ｒ
Ｏ
Ｖ
Ｒ
シ
リ
ー
ズ
　

Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
」
は
、
石
油
ガ
ス
化
学
プ
ラ
ン

ト
な
ど
引
火
性
ガ
ス
の
あ
る
危
険
な
場
所
で
昼

夜
を
問
わ
ず
人
の
代
わ
り
と
な
っ
て
点
検
を
行

う
防
爆
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
。
プ
ラ
ン
ト
内
を
自
動

で
移
動
し
な
が
ら
機
器
の
画
像
、
音
、
ガ
ス
濃

度
な
ど
を
取
得
し
、
安
全
な
Ｌ
Ｔ
Ｅ
通
信
で
ク

ラ
ウ
ド
に
保
存
す
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
備
え

て
い
る
。

　
人
が
立
ち
入
れ
な
い
危
険
な
場
所
で
作
業
す

る
た
め
に
、
自
律
性
、
走
破
性
、
防
爆
性
の
実

現
を
目
的
に
、
構
造
、
素
材
、
全
て
が
こ
う
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
必
然
性
の
塊
と

し
て
設
計
さ
れ
て
お
り
、
開
発
へ
の
強
い
動
機

と
信
念
が
に
じ
み
出
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
と
高

く
評
価
さ
れ
た
。

　
２
０
２
２
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
が
発
表
さ
れ
た
。
社
会
が
複
雑
化
し
、
顧
客
や
市
場
か
ら
の
要
望
も
細
分
化
さ
れ
る
な
か
で
、
デ
ザ
イ

ン
は
単
な
る
外
見
の
美
し
さ
だ
け
で
な
く
、
目
的
達
成
へ
の
最
短
距
離
を
進
む
た
め
の
手
段
と
し
て
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。
グ
ッ
ド
デ
ザ

イ
ン
賞
で
は
毎
回
、
Ｆ
Ａ
・
生
産
財
関
連
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
類
も
数
多
く
受
賞
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
紹
介
す
る
。

　
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞
製
品
の
う
ち
、
特

に
高
い
評
価
を
受
け
た
１
０
０
件
を
選
出
す
る

「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
・
ベ
ス
ト
１
０
０
」
に

は
、
エ
プ
ソ
ン
の
小
型
射
出
成
形
機
に
加
え
、

フ
ァ
ナ
ッ
ク
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｍ
―
１
０

０
０
ｉ
Ａ
」
、
リ
コ
ー
の
樹
脂
判
別
セ
ン
サ
ー

「
Ｂ
１
５
０
」
、
三
菱
重
工
業
の
プ
ラ
ン
ト
自

動
巡
回
点
検
防
爆
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｅ
Ｘ
　
Ｒ
Ｏ
Ｖ

Ｒ
シ
リ
ー
ズ
　
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
」
が
選
出
さ
れ

た
。

　
フ
ァ
ナ
ッ
ク
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｍ
―
１

０
０
０
ｉ
Ａ
」
は
、
１
０
０
０
㌔
㌘
の
重
量
物

を
広
範
囲
に
搬
送
で
き
る
力
強
さ
と
、
カ
メ
ラ

に
よ
っ
て
０
・
１
㍉
㍍
単
位
で
重
量
物
を
正
確

に
取
り
出
し
、
位
置
決
め
す
る
繊
細
さ
と
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
兼
備
。
１
本
ア
ー
ム
の
シ
リ

ア
ル
リ
ン
ク
機
構
で
は
、
２
つ
の
モ
ー
タ
で
１

軸
を
回
す
こ
と
で
モ
ー
タ
を
小
型
化
し
て
横
へ

　
ま
た
建
築
物
と
し
て
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
食
品

工
場
「
サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水
　
北
ア
ル
プ
ス
信

濃
の
森
工
場
」
は
、
製
造
す
る
「
水
」
に
フ
ォ

ー
カ
ス
し
て
、
一
連
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
空
間
体

験
で
き
、
水
の
価
値
と
環
境
に
思
い
を
は
せ
る

こ
と
が
で
き
る
工
場
空
間
と
し
て
高
評
価
を
受

け
、
オ
ム
ロ
ン
の
工
場
自
動
化
の
最
先
端
技
術

体
験
・
実
証
施
設
「
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

　
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
　
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
（
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
草
津
）
」
は
、
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
体
験
・

実
証
で
き
る
施
設
と
し
て
、
生
産
拠
点
の
た
だ

中
に
あ
っ
て
天
井
高
さ
を
生
か
し
た
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
な
空
間
が
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
提
供
す
る
さ
ま
が
想
像
で
き
る

と
評
価
さ
れ
た
。

の
張
り
出
し
を
最
小
限
に
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
コ

ン
パ
ク
ト
化
と
上
方
・
後
方
へ
の
動
作
範
囲
を

拡
大
。
ア
ー
ム
は
曲
面
を
多
用
し
な
が
ら
強
度

・
剛
性
を
持
た
せ
て
軽
量
化
し
て
省
エ
ネ
を
実

現
。
さ
ら
に
ベ
ー
ス
か
ら
手
首
ま
で
面
取
り
で

高
剛
性
と
力
強
い
イ
メ
ー
ジ
を
出
し
、
要
所
は

流
線
形
の
共
通
モ
チ
ー
フ
で
全
体
の
統
一
感
を

出
し
た
。

　
圧
倒
的
な
重
厚
感
と
迫
力
、
従
来
の
大
型
ロ

ボ
ッ
ト
で
は
難
し
か
っ
た
広
い
稼
働
範
囲
を
実

現
し
、
日
本
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
底
力
を
見

せ
つ
け
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、
こ
れ
か
ら
の
産
業

を
力
強
く
支
え
て
い
く
製
品
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
た
。

　
リ
コ
ー
の
樹
脂
判
別
セ
ン
サ
ー
「
Ｂ
１
５

０
」
は
、
屋
外
を
含
む
過
酷
な
リ
サ
イ
ク
ル
現

場
で
の
使
用
に
耐
え
ら
れ
る
防
塵
・
防
水
・
耐

衝
撃
性
を
確
保
し
つ
つ
、
持
ち
運
び
や
す
い
小

型
・
軽
量
と
な
っ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

と
連
携
し
、
樹
脂
に
本
体
を
当
て
て
ボ
タ
ン
を

押
せ
ば
瞬
時
に
判
別
し
結
果
を
画
面
と
音
声
で

伝
達
さ
れ
、
誰
で
も
簡
単
に
分
別
作
業
が
で
き

　
こ
の
ほ
か
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
に
は
、
ワ
イ

ヤ
ー
送
給
や
レ
ー
ザ
ー
出
力
な
ど
の
加
工
条
件

と
軸
移
動
を
協
調
制
御
し
、
高
品
質
な
三
次
元

造
形
を
可
能
に
し
た
ワ
イ
ヤ
ー
・
レ
ー
ザ
ー
金

属
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
「
Ａ
Ｚ
６
０
０
」
と
、
Ｃ

Ｆ
Ｒ
Ｐ
加
工
向
け
に
炭
酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
ー
発
振

器
を
開
発
し
、
加
工
時
に
課
題
と
な
る
炭
素
繊

維
の
粉
塵
や
臭
い
の
飛
散
に
対
し
て
全
周
カ
バ

ー
で
収
め
る
こ
と
で
解
決
し
、
機
能
と
外
観
を

両
立
し
た
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
切
断
用
炭
酸
ガ
ス
三
次
元

レ
ー
ザ
加
工
機
「
Ｃ
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
」
と
い
う
三

菱
電
機
の
２
つ
の
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
や
、
関
節

部
に
独
自
開
発
の
ト
ル
ク
セ
ン
サ
内
蔵
小
型
モ

ー
タ
を
搭
載
す
る
こ
と
で
高
速
・
高
精
度
に
稼

働
で
き
、
か
つ
同
じ
生
産
ラ
イ
ン
で
働
く
作
業

者
の
安
心
・
安
全
を
担
保
す
る
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ

ー
ブ
の
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
　

Ｐ
Ｒ
Ｏ
１
３
０
０
／
９
０
０
」
、
協
働
ロ
ボ
ッ

ト
「
Ｃ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
　
Ｉ
Ｉ
Ｗ
Ａ
」
な
ど
と
統
一

性
を
も
た
せ
、
高
効
率
、
製
造
・
組
立
・
保
守

容
易
な
デ
ザ
イ
ン
と
し
た
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ａ
の
パ
ラ
レ

ル
リ
ン
ク
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
　
Ｓ
Ｄ
Ｒ

１
２
０
０
」
、
一
段
同
軸
で
高
減
速
比
を
実
現

で
き
、
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
が
小
さ
い
減
速
機
と
し

て
中
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
で
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る

製
品
で
、
さ
ら
に
小
型
軽
量
化
・
扁
平
化
し
て

ド
ロ
ー
ン
な
ど
で
も
適
用
可
能
と
し
た
ハ
ー
モ

ニ
ッ
ク
・
ド
ラ
イ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
の
波
動
歯

車
減
速
装
置
「
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
ド
ラ
イ
ブ
Ｕ
Ｌ

Ｗ
シ
リ
ー
ズ
」
な
ど
が
選
ば
れ
た
。

　
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
の
小
型
射
出
成
形
機

「
Ａ
Ｅ
―
Ｍ
３
、
Ａ
Ｅ
―
Ｍ
10
、
Ａ
Ｅ
―
Ｍ
３

Ｖ
」
が
、
特
別
賞
の
う
ち
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

金
賞
（
経
済
産
業
大
臣
賞
）
」
を
受
賞
し
た
。

　
同
製
品
は
、
「
小
さ
な
部
品
ほ
ど
、
製
造
過

程
で
使
わ
れ
る
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
が

多
い
」
と
い
う
顧
客
の
課
題
に
対
し
て
「
小
さ

い
も
の
を
小
さ
く
つ
く
る
」
こ
と
を
提
案
す
る

た
め
に
作
ら
れ
た
小
型
射
出
成
形
機
。
環
境
負

荷
に
配
慮
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
部
品
工
場
に
向

け
た
新
し
い
成
形
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

て
、
独
自
の
デ
ィ
ス
ク
ド
ラ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
を

搭
載
し
て
小
型
化
と
高
効
率
の
射
出
成
形
を
実

現
し
た
。

　
い
ま
ま
で
大
き
な
工
場
で
や
っ
て
い
た
こ
と

を
、
究
極
的
に
小
型
化
し
効
率
化
す
る
こ
と
で

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
で
行
え
る
よ
う
に
し
た
点
が
革

命
的
で
あ
り
、
未
来
の
工
場
の
在
り
方
を
示
唆

す
る
提
案
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

エプソン射出成形機

2022年度グッドデザイン賞

FA・生産財関連から多数受賞
目
的
達
成
へ
の
最
短
ル
ー
ト
具
現
化

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン「
小
型
射
出
成
形
機
」

フ
ァ
ナ
ッ
ク
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
な
　

　
ど

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
金
賞

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
・
ベ
ス
ト
100

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

三
菱
の
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
や

デ
ン
ソ
ー
の
協
働
ロ
ボ
ッ
ト

建築でサントリーの水工場、
オムロン「先端技術施設」も

フ
ァ
ナ
ッ
ク
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

三菱電機の金属３Ｄ
プリンタ

デンソーウェーブの
協働ロボット

オムロンの最先端技術体験・実証施設
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工場新設・増設情報 10月第3週

【国内】
■グリーンパワーインベストメント、北海道石狩湾新
港洋上に風力発電
　グリーンパワーインベストメントは、グリーンパワ
ー⽯狩を通じ、建設⼯事を進めていた⽯狩湾洋上⾵⼒
発電事業にかかわる融資契約を締結した。同事業は、
2019年3⽉に事業計画認定を受け、設備容量11万
2000kW（接続容量9万9990kW）の洋上⾵⼒発電所
を建設・保守・運転し、完⼯後20年間にわたり再⽣
可能エネルギーの固定価格買取制度に基づき北海道電
⼒ネットワークに売電するもの。同計画は、⽯狩湾新
港港湾区域の⼀部（約500㌶）に港湾法に基づき、⼤
規模の洋上⾵⼒を設置する。
■SPACE　COTAN、北海道広尾郡大樹町で人工衛星
用ロケット発射場、滑走路延伸着工

　宇宙産業の活性化に取り組むSPACE　COTAN
は、北海道広尾郡大樹町で商業宇宙港「北海道スペー
スポート（HOSPO）」の人工衛星用ロケット発射場
「Launch Complex-1（LC-1）」と、滑走路延伸整備
を着工する。
　HOSPOは、日本・北海道に航空宇宙産業が集積す
る「宇宙版シリコンバレー」の創造を目指し、国内外
の民間企業等を対象としたロケット発射場やスペース
プレーンの発射場・実験場を整備し、航空宇宙産業の
インフラとして打上げ支援を行う。
　 L C - 1 は 現 在 稼 働 し て い る ロ ケ ッ ト 発 射 場
「LaunchComplex-0（LC-0）」の隣の敷地約2万6800
平方㍍に建設され、ロケットの組立棟や、燃料等の供
給プラント等を備える。2023年度内に完成し、イン
ターステラテクノロジズなど国内外の事業者による人
工衛星用ロケットの打上げを予定している。滑走路の
延伸も2024年度に完了し、サブオービタルスペース
プレーンのほか、空飛ぶ車やドローンなどの次世代エ
アモビリティの実験等に使われる予定。
　LC-1と滑走路延伸の費用は総額23億2000万円。半
分の11億6000万円は、2022年3月に採択された内閣府
の地方創生拠点整備交付金、残りの半分は企業版ふる
さと納税制度による寄付金を充てる。これまで宇宙版
シリコンバレー創出による地方創生に賛同した道内外
の88社から8億2210万円の寄付を集めた。今後もさら
なる整備のためにふるさと納税（企業版・個人版）の
募集を進める。2025年度には高頻度の打上げに対応
するための発射場「LaunchComplex-2（LC-2）」を
整備する。また、多様な打上げ需要に応えるために
LC-2以降も継続的な発射場整備や、P2P輸送（高速2
地点間輸送）用の3000㍍滑走路新設により、垂直型
・水平型・気球等に対応した複合型宇宙港へと機能を
発展させる。
■太平洋セメント、山口県山陽小野田市にCO2回収型
セメント製造設備実証機を建設

　太平洋セメントは、太平洋マテリアル小野田工場
（山口県山陽小野田市小野田6276）内でCO2回収型

セメント製造設備（C2SPキルン）の実証機の建設に
着手する。
　同社はNEDOの「グリーンイノベーション基金事
業／製造プロセスにおけるCO2回収技術の設計・実
証」に採択され、CO2回収型セメント製造設備の開発
に取り組んでおり、同設備はその技術開発のための主
要設備となる。セメント製造工程から発生するCO2の
うち約60％が主原料である石灰石の脱炭酸によるこ
とに着目し、脱炭酸反応が起こるプレヒーターに直接
「CO2回収型仮焼炉」を設置することで、効率よく
CO2を回収する技術を開発する。着工は2022年9月、
実証試験開始は2023年度下期の予定。
■NEC、神奈川と神戸に新棟としてグリーンデータ
センターを開設し事業を強化

　NECは、データセンター需要の高まりを受け、100
％再生可能エネルギーを活用したグリーンなデータセ
ンターである「NEC神奈川データセンター二期棟」
を2023年下期に、「NEC神戸データセンター三期
棟」を2024年上期に開設する。
　新設するセンターはいずれも耐災害性、高セキュリ
ティによる高可用性を備え、集中熱源、冷暖分離、発
熱状況に応じた風量制御等の総合的な省エネルギー対
策によって国内商用データセンターでは最高クラスの
pPUE1.16（設計値）を実現。さらに太陽光発電によ
る自家発電とグリーン電力証書、トラッキング付き非
化石証書を組み合わせて100％再生可能エネルギーを
活用する。
　またAWSやMicrosoft Azureなどのパブリッククラ
ウドと同センターを閉域網で接続し、各種クラウドサ
ービスとセキュアな接続環境を実現している。
■明治、北海道恵庭市に120億投資した恵庭工場が稼働

　明治は、北海道における牛乳生産の新工場として
「恵庭工場」（北海道恵庭市戸磯47番15）を設立
し、7月より生産を開始した。
　同工場は、国内最大の生乳生産基盤である北海道で
の牛乳の生産体制を強化するためのもので、2023年
度計画では生産能力約8万7000klを目指す。またCO2

排出削減に向けた1492枚の太陽光パネルの設置や年
間420万kWhを自家発電するコージェネレーションシ
ステムの導入、水資源の徹底的な再利用や節水など環
境配慮型の工場となっている。
■沢井製薬、福岡県飯塚市の九州工場注射棟が竣工
　沢井製薬は、福岡県飯塚市に新しく建設した九州工
場注射棟（福岡県飯塚市潤野1238-1）が竣工した。
今後、PQ（性能適格性評価）・PV（プロセスバリデ
ーション）を経て、2023年6月より製品出荷を開始す
る予定。
　新棟はバイアル凍結乾燥製剤の製造が大部分を占
め、ガイドラインに則った先進的な工場となってい
る。最新のGMP対応機器を導入し、堅牢なバリアシ
ステムとオートメーション技術を用いて製品汚染リス
クを最小限に抑え、同時に最新機器の能力を最大限に

引き出せる機器構成を採用している。

　敷地面積、7万351平方㍍（九州工場全体）延床面
積、約2960平方㍍（建設工事後の注射棟）鉄骨造2階建。
■昭和電工マテリアルズ、茨城県筑西市の下館事業所
と台湾拠点に100億円投資
　昭和電工マテリアルズは、銅張積層板の増産に向
け、下館事業所（茨城県筑西市）と台湾台南市の台湾
のグループ会社Showa Denko Semiconductor 
Materials(Taiwan)で、2025年までに半導体パッケー
ジ基板用銅張積層板の生産ライン・設備を導入する。
総投資額は約100億円を予定。今回の能力増強で、グ
ループ全体の生産能力は従来の約2倍に増える見通
し。
■セーラー万年筆、広島県呉市に広島工場の新棟が竣
工
　セーラー万年筆は、万年筆やインクの製造能力増強
と防災能力の工場に向けて広島工場（広島県呉市）敷
地内に建設を進めていた新棟が9月末に竣工する。万
年筆などの製造設備を順次新棟に移転し、本格的な製
造開始は11月を予定している。新棟の稼働により、
万年筆の製造能力は主力の金ペンでは30％増を見込
んでいる。
■守谷輸送機工業、横浜市金沢区の鳥浜工場着工

　荷物用エレベータメーカーの守谷輸送機工業は、横
浜市金沢区鳥浜町14-18の取得済土地に、鳥浜工場
（仮称）を着工した。敷地面積は2587.30平方㍍。地
上2階の鉄骨造で、建築面積は1540.75平方㍍、延床
面積は3066.00平方㍍。2022年9月に着工し、2023年
７月末竣工予定。
■日特スパークテックWKS、鹿児島県薩摩郡のさつ
ま工場増設に伴う立地協定書の締結

　日本特殊陶業グループの日特スパークテックWKS
は、さつま工場（鹿児島県薩摩郡さつま町田原2238
番地1）の増設に向け、鹿児島県とさつま町と新工場
に関する立地協定書を締結した。新工場はスパークプ
ラグの製造（絶縁体・金具製造、組立）を行うもの
で、鉄骨3階建て、延べ床面積は約3700平方㍍、2024
年7月操業開始を目指す。
■ニプロファーマ、福島県白河市に経口剤製造工場を
建設
　ニプロの医薬品製造子会社であるニプロファーマ

は、福島県白河市の土地を取得し、経口剤製造工場
（福島県白河市豊地の県営工業団地工業の森・新白
河）を建設する。投資額は約130億円。
　敷地面積は約5万平方㍍、延床面積は約1万3000平
方㍍。経口剤の製造工場となり、生産量は約12億錠
で、総実装時は最大24億錠になる見通し。竣工予定
は2025年6月で、2025年7月稼働開始を予定している
■旭化成、岡山県倉敷市の下水処理場にバイオガス精
製システムを設置

　旭化成は、岡山県倉敷市とバイオガス精製システム
の性能評価・実証を行う契約を締結し、児島下水処理
場（岡山県倉敷市児島小川町3695）にバイオガス精
製システムを設置して実証実験を行う。
　実験は、下水汚泥から発生したバイオガスの一部を
システムに取り入れて高純度のバイオメタン（メタン
ガス）の精製を目指すもの。バイオガスを発電に回
し、分離回収したCO2はCCUやCCSに回すことでカ
ーボンネガティブが実現できるとしている。
2022年11月に機器製作し、2023年5月に設置工事開
始。2023年末に運転を開始する予定となっている。
■九州住友ベークライト（福岡県直方市）、半導体封
止材の生産設備導入

　住友ベークライトは、九州住友ベークライト（福岡
県直方市大字上境40-1）に、先端半導体圧縮成形用封
止樹脂向けの生産設備を新規導入した。
　同社は半導体封止材の世界トップシェアメーカーで
あり、新たな生産設備はスマートフォンやIoT機器の
さらなる小型化に対応するための顆粒材向けとなる。
敷地面積は5万平方㍍。新技術を導入した生産ライン
からのサンプルワークを今秋から開始し、約半年後の
量産開始を目標としている。投資金額は約4億円。
■ナブテスコ、静岡県浜松市北区に精密減速機の新工
場を建設　投資金額470億円

　ナブテスコは、静岡県浜松市北区都田町川山地区第
三都田地区工場用地11区画に精密減速機の新工場を
建設する。
　新工場のコンセプトは「ものづくりイノベーション
とSDGs高評価を有する世界No.1のスマート工場」と
し、精密減速機の生産工場として3拠点目となる。
2023年9月竣工、稼働開始は2023年10月の予定。順次
設備の導入を進め、2030年には年産120万台の定時生
産能力を構築する計画。延床面積は18万1700平方
㍍。投資額は約470億円。


